
 
 

 

 

【プレスリリースお問い合わせ】 川崎市市民ミュージアム 
TEL︓044-754-4500（月～土、9:00～17:00）  FAX︓044-754-4533 

 MAIL︓pr_kcm@kawasaki-museum.com 
※年末年始期間（12/26～1/3）は対応を休止いたします※  

HP︓http://www.kawasaki-museum.jp/ ＊指定管理者︓アクティオ・東急コミュニティー共同事業体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

報道発表資料 
2020年 12月 24日(木) 

川崎市市民ミュージアムは 2020年12月 24日(木) より、令和元年東日本台風による被災から1年間の活動を
まとめた映像ドキュメンタリー「川崎市市民ミュージアム 被災収蔵品レスキューの映像記録 ―2019.10.12―」を
公開いたします。本映像は当館の収蔵品レスキュー活動について発信するプロジェクト『川崎市市民ミュージアム被災
収蔵品レスキューの記録』の一環として制作しており、プロジェクトの特設ページよりご視聴いただけます。  

2019年10月12日、川崎市市民ミュージアムは令和元年東日本台風によって甚大な被害を受けました。映像で
は、台風がどのような被害をもたらし、被災した収蔵品を救い出す試みがどのように進められてきたのか、関係者が撮影
した動画や写真を用いて紹介します。また、プロジェクトの特設ページでは、収蔵品レスキュー活動に携わった関係者に
よるコメント、被災収蔵品への処置の記録を紹介する「連載企画」等のコンテンツを随時更新していきます。  
本プロジェクトの公開を通じて、当館が被災直後から現在に至るまでの取り組みのなかで直面した課題やそこで得た

知見を公開し、広く共有するとともに、今後も全国で多発すると予想される自然災害に対して、文化財を守り、次世代
に継承するための取り組みの一助となることを願い、活動の記録を発信いたします。 
 

 

報道関係者各位 

2020 年12 月 24 日 (木) より HP 特設ページで動画公開  

 

「川崎市市民ミュージアム 被災収蔵品レスキューの映像記録 ―2019.10.12―」 
【企画・制作】川崎市市民ミュージアム 【協力】独立行政法人 国立文化財機構 

 
URL︓https://www.kawasaki-museum.jp/rescue/movie/ 

※『川崎市市民ミュージアム被災収蔵品レスキューの記録』内 
（URL︓https://www.kawasaki-museum.jp/rescue/） 

公開日時︓2020年12月24日(木)14時 
～映像のご使用につきましては、お問い合わせ先までご連絡ください～ 

令和元年東日本台風による被災から1 年間の映像ドキュメンタリー 

 川崎市市民ミュージアム 
被災収蔵品レスキューの映像記録 ―2019.10.12― 

 

施設概要（住所︓〒211-0052 神奈川県川崎市中原区等々力 1-2） 
川崎市市民ミュージアムは、1988年 11月に「都市と人間」という基本テーマを掲げて開館した博物館と美術館の複合文化施設です。 
開館以来、基本テーマに基づき、常設・企画展や映像上映を始め、コンサートや講座、ワークショップなど様々な事業を行ってきました。 
現在は、令和元年東日本台風の被害で施設を休館し、一部の事業を継続しながら、収蔵品レスキュー活動を行っています。 


